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 全国労働衛生週間準備期間が 

始まります！ 
 

（１）管内の労働災害発生状況 
令和５年７月末現在における銚子監督署管内（銚子市、旭市、匝瑳市、東庄町）における休

業４日以上の労働災害の発生状況（新型コロナウイルス感染を除く。）は、92件と前年比+５件の状況

となっております。中でも、全業種を通じて、転倒災害、腰痛等の労働者の作業行動に起因す

る災害が多発（全災害の約４割）しています。 

第 14 次労働災害防止計画では、「死傷災害について、2021 年までの増加傾向に歯止めを

かけ、死傷者数については、2022 年と比較して 2027 年までに減少に転じさせること」を

目標としております。 

事業場の皆様におかれましては、労働災害の防止に向けた取り組みを積極的に進めていただ

くようお願いいたします。 
 

 

（２）全国労働衛生週間準備期間が始まります 
全国労働衛生週間は、労働者の健康管理や職

場環境の改善など、『労働衛生』に関する国民

の意識を高め、職場の自主的な活動を促して

労働者の健康を確保することを目的として毎

年実施しています。 
 

《令和 5年度の全国労働衛生週間の概要》 

○実施期間：令和５年 10月１日(日)～７日(土) 

〔準備期間：令和5年 9月 1日～30日〕 

 

○全国労働衛生週間スローガン： 

「目指そうよ二刀流 

 こころとからだの健康職場」 
 

 

※詳細（実施要綱等）につきましては、 

以下をご参照下さい。 

 

（厚生労働省ホームページ）  ⇒  

 

 

（千葉労働局ホームページ） 

全国労働衛生週間特設ページ ⇒ 
 ※取組のための情報、支援内容が 

まとめられております。 

 

銚 子 労 基 署 た よ り 

 



（３）治療と仕事の両立支援の取組 
疾病を抱える労働者の中には働く意欲や能力

があるにもかかわらず、職場内において、入院・

通院をはじめとする治療と仕事の両立を可能に

する環境が整っていないために、治療を中断して

しまうケース、仕事を継続することが困難となり

離職を余儀なくされるケースも少なくありませ

ん。 

「治療と仕事の両立支援」とは、病気を抱えなが

らも、働く意欲・能力のある労働者が、仕事を理

由として治療機会を逃すことなく、また、治療の

必要性を理由として職業生活の継続を妨げられ

ることなく、適切な治療を受けながら生き生きと

働き続けられる社会を目指す取り組みです。 

 治療と仕事の両立支援のため、働きやすい環境

整備を進めましょう。 

 
［治療と仕事の両立支援ナビ 情報ポータルサイト］ 

 

 ⇒  

 

 

［治療と仕事の両立支援 千葉労働局版ページ］ 

 

 ⇒ 

 

 

 

（４）騒音障害防止のためのガイドラインが改訂となりました 
平成４年に策定された「騒音障害防止のための

ガイドライン」が、策定後における技術の発展や

知見の蓄積もあることなどの状況も踏まえ、従来

からの騒音障害防止対策が見直され、令和５年４

月に改訂されました。 

今後は、改訂されたガイドラインにより騒音障

害防止対策に取り組んでいただくようお願いし

ます。 

 

 ○リーフレット ⇒  

 

 

 

 ○ガイドライン ⇒  

 


